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       ㈳千葉県電業協会会長 

                 並 木 鷹 男 

新年明けましておめでとうございます。 
ご健勝にて輝かしい新年をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。日頃から、関

係機関、諸団体、並びに会員の皆様方には格別のご高配とご支援を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 
 昨年の国内経済は、漸く安定的な景気回復か？と明るい期待を抱いた前半に比べ、米国

の金融不安に端を発した世界同時不況による急激な景気後退、特に、後半は日本経済の牽

引役でもあった自動車産業の大幅な生産調整など、先行きの見えない不安が暗く影を落と

した一年でした。 
 新しい年を迎え、明るい話題に終始したい所ですが、この金融不安、ある意味資本主義

経済社会の崩壊の兆しはでは？と言う意見も耳にします。確かに、今、私たち人類は“地

球規模の反省”を求められているのかも知れません。ゲーム感覚によって引き起こされた

金融システムの破綻、大量消費経済によってもたされた環境問題など等、果たして経済主

導主義で本当に人類は幸福になったのか？今、立ち止まって考え直す時期を迎えたのでは

とも感じます。大きな価値観の変化と共に全ての社会構造が制度疲労を起こし大きな転換

期を求められているのです。 
 この様に先行き不透明な環境で幕を開けた２００９年、私たち電気工事業界を取り巻く

環境は更に厳しく、法改正による建築着工数の激減、不動産、マンションバブルの崩壊、

大手不動産業者の倒産、その影響による不良債権の増加、構造改革による公共工事の激減

など、激しい寒風に晒されて参りました。 
 一部の皮相的な扇動に煽られ、公共工事罪悪論が堂々と罷り通り、今や、国民の安全を

も脅かす老朽化した公共建設物が、耐震補強すら儘ならない未来を担う子供達の学びの場

である学校が、残念ながら未だに危険な状態で放置されている状況です。果たしてこれが

真の文明国家と言えるのでしょうか？ 
 それでも、会員企業は逆風に耐え、必死に経営の手綱を握り締め、自らの使命感に燃え

て現代文明を支えるエネルギー、通信インフラの維持、整備、県民の安全を守る災害防止

活動に尽力して参りました。 
 このように大きな転換期と岐路に立たされた本協会ではございますが、新年を迎え会員

一同、未来に向かって希望を持って進む所存でございます。 



 先ずは、公益法人法の改定を視野に入れ、本協会の将来あるべき姿を模索して本協会の

Vision創りを推進いたします。協会の社会性、災害防止協定の見直し、会員サービスの強
化、又、公共工事の品質確保、総合評価方式への対応、若手技術者の業界参入の促進、男

女共同参画社会への対応、等など、問題、課題は山積みされています。しかしながらこの

大きな転換期を千載一遇のチャンスと捉え、未来の電気工事業界を背負って立つ若手のお

力を借り、広範囲に亘って協会の Vision創りを進めたいと存じます。 
 業界を取り巻く環境は必ずしも順風ではありませんが、業界の発展と地域社会への貢献

のために、本年も協会の総力を挙げ、尚、一層の努力を傾注いたす所存でございます。何

卒、関係機関の益々のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。 
 末筆ながら、本年も皆様方の益々のご繁栄とご健勝をご祈念申し上げ、新年のご挨拶と

いたします。 

乳茜色の富士（本人 撮影） 



ご挨拶 

 

 
 
 
 
 

千葉県知事 

                 堂 本 暁 子 

 

あけましておめでとうございます。 

協会の皆様には、希望あふれるさわやかな新春をお迎えのことと存じます。 

今年は丑
うし

年。牛は、粘り強く不屈の努力で、困難を乗り越えていく象徴といってもよい

でしょう。本年が皆様にとって、着実な歩みを進め、確かな手ごたえを感じられる年とな

りますよう願っています。 

昨年発生した米国発の金融危機は、瞬く間に、世界を百年に一度の危機とまでいわれる

同時不況に巻き込みました。日本経済はもとより、県内経済も急速に悪化が進んでいます。 

そうした状況を受け、県では、全庁を挙げた「千葉県総合経済対策」の実施や緊急雇用対

策本部の設置により、中小企業への金融支援、若者や離職者等の雇用・就業対策など早急

な対応を図っています。 

また、経済の活性化に向け、観光分野では、昨年１０月に策定した「観光立県ちば推進

基本計画」を基に、今年も１月から早春の観光キャンペーンを行うなど、オール千葉県で

の観光振興を推進するほか、農林水産業でも、生産と販売を両輪に、それを支える新たな

力を育てながら、希望と活気にあふれた産業として自立できる農業の実現を目指しており

ます。 

そして、こうした経済活動を下支えする県土の基盤整備も欠かすことはできません。 

特に、事業の選択と集中の強化による優先度の高い社会基盤の整備促進や、県民の安全･

安心の確保のための社会資本の老朽化・耐震対策など、着実に取り組んでいかなければな

らないと考えています。 

建設産業は、そうした社会基盤整備の直接の担い手として、県民生活の向上や県内経済

の発展に貢献され、県民生活に欠かせない重要な基幹産業です。 

なかでも、電気工事業は、高度情報化の進展に伴い、ニーズの多様化と高度な専門性から、

現在の情報化社会にあって、経済活動、県民生活のいずれにおいても重要な役割を果たし

ています。 

今年も、協会の皆様をはじめ、一人ひとりが幸せを実感できる、そして県民であること

に誇りを持てるような千葉県づくりを進めてまいりたいと思います。 

 結びに、協会の今後ますますの御発展と、皆様の御活躍をお祈り申し上げまして、新年

のあいさつといたします。 
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千葉県県土整備部長 

                 橋 場 克 司 

 

新年あけましておめでとうございます。 

協会の皆さまには、希望に満ちたさわやかな新春をお迎えのことと心からお喜び申し上

げます。 

 

さて、昨年の県土整備部を振り返ってみますと、社会経済状況の様々な変化により、不

透明感が広がる中での１年でありましたが、明るい出来事もいくつかありました。 

一つは、県内の高速道路ネットワークについて、昨年３月には、東京外かく環状道路（外

環道）の松戸市内の一般部約１kmが開通しました。これにより、並行する県道の混雑が緩

和されるとともに埼玉方面へのアクセスが向上したところです。 

 

さらに、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）のうち、唯一、未着手区間であった大栄か

ら横芝間の約 18.5km についても１月に都市計画決定され、県内全区間について早期供用

に向けた事業推進が図られるものと期待しています。 

今年について申し上げますと、外環道の市川市内の一般部約3kmが開通となる予定です。 

 

今、社会経済状況の様々な変化により不透明感が広がる中、県民生活の向上や県内産業

の活性化を図るため、拠点整備やそれらを支える基盤整備を進め、人･物･情報の交流を促

進し、地域の連携を強固にすることが必要となっています。 

このため、地域間競争が激化するつくばエクスプレス沿線のまちづくりを今まで以上に

スピード感を持って推進するなど、地域産業の活性化や生活環境の向上に向けた地域づく

りを進めていきます。 

 

あわせて、圏央道などの高規格完成道路、外環道や北千葉道路などの地域高規格道路か

ら、地域住民の生活に密着した国道･県道などの道路網の整備、都市交通の円滑化、物流

機能の強化など、社会の生産性を高め、活力ある県土づくりを推進します。 

また、誰もが安心して快適に暮らせる県土をつくるため、道路・建築物のユニバーサル

デザインを推進するなど、時代の転換期にふさわしいまちづくりを進めます。 



建設業界をはじめ県内産業界には、昨年からの世界的な経済情勢の悪化の影響を受け、

大変厳しい風が吹いております。 

しかしながら、皆様が担っておられる電気工事業は、建設業の一翼を担い、社会基盤の

整備を通じて、県民生活の向上や地域経済の発展に貢献され、県民生活に欠かせない重要

な役割を果たしておられます。 

 

皆様におかれましては、引き続き、会員相互の連携を通じて、技術力･経営力の向上に

努められ、本県の県土整備の推進に、なお、一層の御尽力を賜りますようお願いいたし

ます。 

 

 結びに、今年一年が災害のない穏やかな年となることを、そして会員の皆様にとって

健康で幸多き年となることをご祈念し、新年のあいさつとさせていただきます。 
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千葉県県土整備部営繕課長 

                  前 島  力 

新年明けましておめでとうございます。 

社団法人千葉県電業協会の会員の皆様には，電気設備工事の適正な施工や安全の確保等

を通して、公共建築物の整備に格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

公共建築物は、県民の共有財産として、環境との調和を大切にし、地域の文化を生かし

た誇りと愛着の持てる良質な施設として整備するよう求められています。 

このため、県では、次のような基本方針に基づき、より良質で安全な公共建築物の整備

に取り組んでいます。 

 

（公共建築物の整備に当たって基本的な方針） 

1 環境負荷の一層の低減を図るため、環境に優しい施設づくり 

2 県民が快適に、安全に、安心して利用できるユニバーサルデザインの尊重 

3 建設副産物の分別及びリサイクル化の推進 

4 コストの縮減及び品質の確保 

5 公平かつ透明性のある入札の実施 

 

電気設備施設については，高効率型照明器具やトップランナー変圧器の採用、中央監視

設備の整備等により、維持管理コストや環境負荷の低減を図るとともに、高速度情報通信

網の整備等により公共建築物のインテリジェント化に努めることとしております。 

このためには、専門の技術者を擁し、豊富な経験を持った会員の皆様の御協力が 欠か

せないことから、電気設備工事の発注に当たっては、引き続き、建築工事と設備工事を分



離して設備工事業者に直接発注する「分離発注方式」が必要であると考えております。 

 

また、公正で透明性・競争性の高い入札制度を確立するために、平成 19 年度   か

ら「千葉県総合評価方式ガイドライン」に基づき、価格と品質が総合的に優れた事業者を

落札者とする総合評価方式一般競争入札が導入され、工事条件等を反映した施工計画や工

事実績，災害協定等の締結状況など会員の皆様が長年培ってきた  実績やノウハウ等が、

入札価格と併せて総合的に評価されています。 

平成 20年 10 月から、総合評価方式の評価内容や低入札価格調査制度の見直し等が行わ

れています。 

低入札価格調査制度については、①低入札価格調査基準価格の算定方法が見直され、ま

た②ダンピング受注防止のため、価格による失格基準が導入されています。皆様には制度

改正の内容や趣旨について十分に御理解いただきたいと思います。 

 

また、会員の皆様には工事の施工に当たり、事故や災害の防止についてなお一層の御配

慮をお願いいたします。 

幸い、今年度はこれまで大きな事故・災害は発生していませんが、平成 19 年度には内

部足場からの転落による死亡事故が発生しています。この原因は、水平ネットなど落下防

止対策の不備や資格のある作業主任者以外の普通作業員に作業をさせたことなどですが、

従業員の生命・安全を守るため、法令等を遵守し、安全管理を徹底していただきたいと思

います。 

 

新しい法令や制度に血を通わせ実効性を挙げるためには、会員皆様の御協力が 不可欠

です。皆様には，常に最新技術の研鑽や後継者の育成、安全管理等に励まれ，電気設備業

界のリーダーとして，県民生活の保安と公共福祉の増進、産業の振興に御尽力いただきま

すようお願い申し上げます。 

最後に、社団法人千葉県電業協会のさらなる御発展と会員の皆様のますますの 御繁栄

を祈念しまして挨拶といたします。 
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     「総合評価方式について」 
                     

千葉県県土整備部技術管理課技術審査室長 

                           大 野 二三男 

 
明けましておめでとうございます 

社団法人千葉県電業協会の会員の皆様方には、平素から、県の社会資本の整備に関しまし

て、ご協力を賜り深く感謝申し上げます。 
 
近年、建設産業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いており、なかなか上昇の

気配が見えてきておりませんが、地域の産業として雇用、税収などで地域に貢献されてお

られる会員の皆様方におかれましては、この一年が輝かしい年でありますことをお祈り申

し上げます。 
 
さて、県土整備部技術管理課では、総合評価方式、新技術の活用、コスト縮減、建設リ

サイクルや工事検査など、多様な業務を展開しています。この業務のうち私が担当してい

ます技術審査室では、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」に基づく総合評価方式

やダンピング受注防止対策として低入札価格調査制度に係る事務を所掌しています。 
 
総合評価方式につきましては、平成１９年１０月から５千万円以上の工事に本格的に導

入していますが、実施内容などは国でも年々改善してきており、未だ成熟の途上にあると

いえます。県においても平成１９年の本格実施に移行する時に「千葉県総合評価方式ガイ

ドライン」を取りまとめ、適切な運用を図ってきたところですが、平成２０年の４月、１

０月とそれまでの実績の検証などを基に２度も改訂しています。これは、千葉県に限った

ことではなく、全国的に見ても各発注自治体は悩みながら実施していることが伺えます。 
このため、技術資料の作成など、皆様方にいろいろとご苦労をおかけしている面もあるか

と存じます。 
 
県の昨年１０月の改定では、「企業の技術力の評価」、「企業の地域に果たす役割の評価」

を基本方針として、技術評価点の加算点を簡易型において２０点から３０点に引き上げ、

また、項目ごとの配点では、工事成績、優良工事表彰について加点し、災害協定や本店の

所在地についても加点しました。 



一方、依然として低い価格での入札が見られることから、ダンピング受注防止対策とし

て、「価格による失格基準」を導入するなど、「建設工事等低入札価格調査実施要領」を改

正し、低入札価格調査制度をより厳格に運用することといたしました。 
 
これらの改訂により、地域に根ざし、技術力のある企業が、適正な見積もりに基づく応

札により落札され、その結果として、公共工事の品質の確保が図られていくものと期待し

ています。 
 
今後も、改訂された内容の実績を検証し、皆様方と意見交換をさせていただきながら、

より良い入札契約制度をめざし、改善すべき点があれば、改めていきたいと考えておりま

す。 
 
年の初めから細かい話をいたしまして恐縮ですが、厳しい環境が続く中、会員の皆様方

におかれましては、総合評価方式を受注の有効な手段として捉え、積極的に取組んでいた

だければと思います。 
 
最後に、電業協会と会員皆様方のますますのご発展を祈念いたしまして、年頭のご挨拶

とさせていただきます。 
 



随筆 

 

 
 
 
 
 

       株式会社 鎌田電機 

                 鎌 田 哲 男 

 

最近、たばこ増税について国会でも検討されている「たばこ」ですが、２千円程度が妥

当と思います。 

職場では禁煙・分煙等が徐々に広まっていますが、家庭でも同様の配慮が望まれます。

特に子供への影響が大きく深刻です。また御主人が 20 本以上吸う場合、たばこを吸わな

い奥様が肺癌にかかって死亡する危険性は約 2 倍に増加するという研究報告があります。 

そして女性は肌をきれいに保つビタミンＣを壊したり、ニコチンの作用で血の流れが悪く

なり、肌が荒れやすくなります。 

たばこはお肌の大敵です。特に妊婦の喫煙は胎児に非常に悪い影響を及ぼします。自分

が吸わなくても近くに吸う人がいると、不快感や苦痛を感じるだけでなく、自分が吸った

のと同様の影響を受ける可能性があります。  

たばこは多くの癌の原因となります。直接けむり等に含まれる有害物質の影響を受ける

肺癌、喉頭癌、咽頭癌などはもちろんですが、食道癌、胃癌、肝臓癌、膵臓癌、膀胱癌、

子宮頸癌など全身の多くの癌にかかる危険性が高まります。慢性気管支炎、肺気腫などの

慢性閉塞性肺疾患になる危険が増大し、呼吸機能検査の肺活量検査により閉塞性障害と診

断されます。肺の弾力性がなくなり、細い気管支がつぶれやすくなるため、一気にはきだ

した時の勢いが、健康人とくらべて極端に低下します。エアコンに例えるとフィルターの

目詰まりです。 

 たばこを 1 日 20 本吸うと、1 年で 28 日命が短くなるといわれています。たとえば 20

歳で吸い始め 40 年間たばこを吸う人は吸わない人に比べて約 3 年間も命が短くなること

になります。たばこの煙の中には、約 4,000 種類の化学物質が含まれています。たばこは

健康を害する物質のカンズメとも言われています。 

 たばこによる病気と言うと、多くの方々は肺がんを思い浮かべるかと思いますが、心筋

梗塞のような心臓疾患、胃潰瘍のような消化器系疾患の原因にも大きく係わっています。 

未成年の時からたばこを吸っていると、大人になって怖い病気が待っています！ 

 



随筆 

 

 
 
 
 
 

       株式会社 高岡電機店 

       高 岡 公 代 

 
 私は倫理法人会に入り多くの人と交流をしながら学んでいる。 
 この会のテキスト「万人幸福の栞」に私の好きな言葉がある。 
「働きは最上の喜び」自分の只今ついている仕事の尊さを悟って、懸命に働く時、自然に

与えられる楽しみ、これは何物にも替えることの出来ぬ人生の喜びである。最高至上の歓

喜である。という文である。この言葉をモットーに、日々努力している。  
 
 八年前に先代の社長（夫）が急逝し、その後を継ぎ、色々戸惑いながらも社員や多くの

人に助けられ、会社の経営者として今日に至っております。社員一人ひとりの頑張る姿に

一層奮起し、不況の世の中ですが、乗り越えねばと思っています。 
 
 また、各種の行事や電業協会の活動、女性オーナーの人達との交流等是非参加していき

たい。 
 
 
 



随筆 

 

 
 
 
 
 
 

                  株式会社 エス・アイ・シー 

                           三 輪 弘 子 

 
私の住む団地の前に楓の木が１本あります。こんな場所でもそれなりに紅葉して、目を

楽しませてくれます。他にも欅、楢など、何種類かの樹木が植えられており、黄色、赤茶

色と紅葉しています。赤くなる木が少ないのがちょっと淋しいのですが・・・            

 
道端には、木の葉がまさに山のようにうずたかく積もっていましたが、風の強いある朝、

保育園へ出かけようとした子供が「葉っぱが走っている」と母親に話しかけていました。

子供って面白い表現するものだなあと、私も葉っぱが走ってゆくのを眺めてしまいました。 
 又この頃は、どこでもクリスマスの飾りつけのイルミネーションが盛んです。私の住む

団地でも４，５年前からイルミネーションの飾りつけをするようになり、帰宅時間にはも

う点灯されており、心なごむ素晴らしいお迎えをしてくれます。今年は昨年よりも一段と

工夫がなされ、メインとなる木々の後ろにあるフェンスにも更に飾られ、さながら歌劇の

舞台を見ているようです。 
  
１２月に入ると年の瀬と共に、何となく慌ただしく過ぎるのですが、このようなイルミ

ネーションを眺められて、ほっと一息つくこの頃です。 
 



随筆 

 

 
 
 
 
 

         関口電気株式会社 

                  廣 瀬 ゆかり 
 
当社は千葉県柏市に本社を構え昭和 33年に創立以来、お蔭様をもちまして昨年 50周年

を迎えることができました。 

 

景気の低迷が長引いており、今日に至っては大企業のリストラが相次ぐなど大変な状況

にありますが、当社としては不況に手をこまねくことなく、新規事業として昨年より本業

である電気工事業にも関わりのある「ＰＣＢの収集運搬」に取り組んでいます。 

 

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物は、トランス・コンデンサーといった幅広い機器

に使用されてきましたが、昭和 48 年カミネ油症事件が発生し、その毒性が社会問題とな

り日本では昭和 47年以降その製造が行われていません。 

 

民間による PCB 処理施設の動きがありましたが、施設設置に対する住民の理解が得られ

ず、結果として長期保管している状況にあります。 そのため平成 13年に「ポリ塩化ビフ

ェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」が定められ、一定期間内での PCB

の適正な処理が義務付けられました。 

 

当社では収集運搬だけでなく、「特別管理産業廃棄物管理責任者」の資格者による保管

管理の指導も行っております。トランスやコンデンサーに含まれることが多い PCB は法制

度上も大変扱いの難しい廃棄物ですから、保管、処分の際にはお気軽にご相談ください。 

 

 



随筆 

 

 
 
 
 
 

       株式会社 小池電機 

                 佐 藤 一 善 

 
今回初めて救命講習に参加しまして、救命のプロといえる消防署の方々にお話しを聞か

せて頂きました。講習とはいえ実例に基づいた心室細動発症による救命措置のビデオ視聴

や、訓練用の人形を使用し心肺蘇生法（ＣＰＲ）の手順や、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

取り扱いの訓練、などの実践的な内容であり、また実際の現場であったエピソードなどを

聞けたりと時間が過ぎるのが早く感じられた講習でした。 
  
今まで救命という事に馴染みの薄かった私でしたが、心室細動という疾患の唯一の処置

方法がＡＥＤによる電気ショックだという事実を捉え、発症中は一分一秒を争って処置を

行うのが非常に大切なこと。また、ＣＰＲを繰り返し行い蘇生率を上げること、を理解し

まして救命に対する意識が変わったと思います。私は今まで緊急による救命措置のような

現場に立ち会った経験はありませんが、もしもの時は今回の講習で培った知識や手順を活

かし、人の役に立てれば良いなと思います。 
  
最後に、今回の講習を企画・開催して頂いた千葉県電業協会様、並びに千葉市消防署の

方々に御礼を申し上げ終わりたいと思います。 
 ありがとうございました。 
 



行事 

 

 
日時：平成２０年２月１５日 

場所：オークラ千葉ホテル 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成２０年２月１５日金曜日14時10分からオークラ千葉ホテルにおいて第４５回通常

総会が開催されました。 
 会員数１１８名の内過半数にあたる出席者１０４名（内表決委任者１７名、書面表決者

４０名）の報告があり、総会が適法に成立した旨報告、冨田副会長が「開会の辞」を述べ

ました。 
 

第 1号議案  平成１９年度事業報告承認の件  
第 2号議案  平成１９年度収支決算報告承認の件 
第３号議案  平成２０年度事業計画（案）承認の件 
第４号議案  平成２０年度収支予算（案）承認の件 
報 告 事 案  年会費の納入方法について 

 
以上をもって、議事全部を終了し閉会しました。 
 
総会後の懇親会においては、並木会長から主催者挨拶、白戸彰雄副知事他より祝辞をい

ただき、また今年度初の試みとして、大スクリーンにて協会の事業活動を来賓の方々また

会員皆様に報告いたしました。 
 (社)千葉県空調衛生工事業協会会長の乾杯の音頭の後、関係団体代表多数の来賓ととも
に歓談し、懇親会は 17時 30分盛会裡に閉会いたしました。 



行事 

 

  
日時：平成２０年１２月１１日 

場所：キャメロットジャパン 

 

 

《出席者》 

千葉県電業協会   ：並木会長、冨田副会長、輪湖副会長、上野事務局長 

埼玉県電業協会   ：佐野会長、荻野副会長、岡村副会長、山口副会長、荒川事務局次長 

神奈川県電業協会   ：内藤会長、伊藤副会長、山口副会長、工藤常任理事、杉山常任理事、 

                原田常任理事、松田常任理事、大竹常務理事 

 

 

《議 題》          『これからの協会のあり方について』 

     前回に引き続き、テーマを１つに絞り各県の提案趣旨説明に対し討議が行われた。 

 

 

《議事内容》 

1. 公益法人改革への対応（千葉県提出） 
・一般社団法人になった場合不利になる点 

・公益目的事業認定を受けようとしている事業 

・公益目的財産額の削減 

 

2. 人づくり、人材の確保（千葉県提出） 
・女性技術者の入職促進 

(経営審査項目に「男女共同参画」を入れる） 

・若年技術者の入職促進 

（公共団体発注工事の付帯条件に  

   「土・日・休日の現場全休」を付け加える） 

 

3. 国土交通省制定の歩掛り、経費算出方法の改正 
4. 電材企業からの電設資材の共同購買について 
5. 電設業界の人材確保についての諸問題 
6. 国・県・市への要望事項について 
7. 関東地区協議会事務局担当者会議の概要について 
 



 行事 

 

  
 

             

 

議  題 

   1)協会改革について 

       2)今後の協会のあり方について（公益法人改革） 

       3)協会に対する要望事項等について 

 

今年も下記の日程で地区オーナー懇話会が開催されました。3つの議題を中心に活発な

意見交換が行われました。 

 (開催日)       (場 所)      (出席会員数) 

東 総 地 区         10 月 17 日(金)     成田市     東総地区会員 12名 

葛 南 地 区         10 月 23 日(木)    船橋市     葛南地区会員 10名 

南 総 地 区         10 月 24 日(金)    鴨川市     南総地区会員 19名 

東 葛 地 区         10 月 29 日(水)    柏 市      東葛地区会員 5名 

千 葉 地 区         10 月 30 日(木)    千葉市     千葉地区会員 10名 

 
 
 
 
 
 

千葉地区 南総地区 

東総地区 東葛地区 



委員会活動 

 

 
 
 
 
 

委員長 

                  五十嵐 治美 

 
これからの日本の社会は、少子高齢化、急速なグローバル化、人口減少時代を迎えるこ

とになり、企業規模に関わらずこの影響を受けることになるでしょう。この社会の変化に

対応するために、企業ができることは一体何なのでしょうか。 

会社を動かすものは機械やロボットではなく、人そのものです。有能な人材を確保し、

社員個々の能力を最大限発揮できる企業の環境づくりが求められます。 

総務・経営委員会では男女共同参画推進セミナーを通じて「ライフ・ワーク・バランス」

という言葉に出会いました。これは「仕事と生活の調和」という意味で、老若男女誰もが、

仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々な活動について、自ら希望するバ

ランスで展開できる状態を表し、「仕事の充実」と「仕事以外の生活の充実」の好循環を

もたらします。 

少し難しい話ですが、次のアンケートの結果をみると今の若者が、この「ライフ・ワー

ク・バランス」を企業に求めているのがわかります。 

  

『既婚者の男性において、生活のなかで「仕事優先」を希望する人の割合は約２％に過ぎ

ず、「仕事・家事・プライベートを両立」を希望する人が約３２％を占めている。しかし、

現実には、５割以上の人が「仕事優先」となっており、希望と現実の間に大きな乖離が見

られる。』 

 

『子育て中の父親のうち、職業と育児に同じくらいかかわりたいという割合が約７割、母

親のうち、父親に職業と育児に同じくらいかかわってほしいという人の割合は８割弱に上

っている。』 

 

『未就学児のいる父親の１４％が平日２３時以降に帰宅しており、南関東では、その割合

は２割を超えている。』 

 

『独身男女では、プライベートな時間を優先したいとの希望が最も高い（男性４６％、女

性４１％）が、現実には仕事優先の割合が最も高い。（男性５２％、女性３７％）』 



 

『自分の仕事や職業生活に関して「強い不安、悩み、ストレスがある」とする労働者は６

割以上にのぼっており、そのうち３割以上の人が、「仕事の量の問題」をその理由として

あげている。』 

 

『大学生・院生の就職観については、男女ともに「自分の生活と仕事を両立させたい」が

最も多い。』 

 

『介護を必要とする家族がいる場合、男性で２割弱、女性で３割弱が、介護を機に転職あ

るいは退職している。』 

 

我々中小零細企業が抱える特に厳しい問題は人材獲得です。有能な人材や若者を確保し

定着させることは大変重要で、企業の存続にはかかせません。 

今後労働人口が減っていく中で、働き手が企業を選別する時代になります。今の若者た

ちが求めている企業のかたちは、経営者のそれとはかなり違うように感じます。そのため

にはこれまでの働き方を変えていかねばなりません。 

具体的にどのようなことをすればよいのでしょう。子育て支援、介護支援、労働時間の

短縮（残業をなくす）、自己啓発の促進、地域活動への参加等いろいろ出てきますが、経

営的問題、費用の問題がついて回ります。企業・組織の取組を社会全体で後押しすること

がなければ実現は難しいでしょう。 

ただ、今後５０年で労働力人口は現在の３分の２になる予測が出ています。労働市場に

女性の参加も必要となります。「ライフ・ワーク・バランス」による企業の職場づくりを

進めていきたいと考えています。 

 

 

 

○主な行事 

総務・経営委員会 

 

総会、懇親会の開催 

開催日時  ２月15日(金) 

場  所  オークラ千葉ホテル 

内  容  諸準備、事後処理を行った。 

 

機関誌の発行及び協会ホームページへの掲載 

発 行 日 

  1 月 1日  千電協会報第34号 

10月 1日  千電協だより第54号 

 

協会ホームページ掲載 



経営講習会 

開催日時  9月 11日(金) 13 時 30分～ 

場   所  オークラ千葉ホテル 

内    容  ２００８年新経審の評点シミュレーションと対策ポイント 

講   師  （株）建設経営サービス 建設経営研究所 

         主席コンサルタント  石井 修一 氏 

受 講 者  35名 

 

開催日時  ９月２6日(金) １1時～１3時30分 

場   所  建設業センター3階会議室 

内    容  女性部会研修会「あたりまえの先を行く」 

講   師  フィデス（株）  

         代表取締役      並木 鷹男 氏 

受 講 者  １４名 

 

開催日時  １0月２8日(金)～18日(日) １5時～ 

場   所  三井ガーデンホテル千葉 

内    容  千葉県入札契約制度の改善等に関する説明 

講   師  千葉県県土整備部 建設・不動産業課 建設業・契約室 

          主幹(兼)室長      宮内 常吉 氏 

          千葉県県土整備部 技術管理課 技術審査室 

          副技官(兼)室長    大野 二三男 氏 

受 講 者  ６０名 

 

 

 

 

 

 

 

 



委員会活動 

 

 
 
 
 
 

委員長 

                 大 嶋 敏 樹 

 

今年も委員会活動報告書を書く時期になりました。 

当委員会、年間最後の行事である 11月 21 日の安全衛生大会終了後、第 4回委員会（最

終）を開催し、今年度の反省及び次年度目標を話し合い、全事業活動を終了し、この報告

書を書くわけでありますが、改めて、「今年も”何事も無くて”良かったと」思うと同時

に”ホッ”としています。 

当委員会も協会改革に伴い委員会組織が統合されて以来、２年目の防災・安全委員会活

動ということで、防災事業、安全衛生事業の内容が整理され、年間事業計画及び各事業の

担当委員配置などもスムーズに行えるようになり、次に記載する主要事業も無事に終了し

ました。 

 

○主な行事 

防災・安全委員会 

県土整備部各出先機関水防訓練 

① 香取地域整備センター管内水防合同訓練 
日  時   ６月 2７日(金) 14時～16時 

場  所   香取市佐原・利根川河川敷 

出 席 者  大嶋委員長、横川方面主任、上野事務局長、他班員3名 

 

② 海匝地域整備センター管内水防合同訓練 
日  時  6 月 26日(木) 13時～16時 

場    所  匝瑳市堀川地先・堀川浜 

参 加 者  大嶋委員長、横川方面主任、田中連絡員、屋代班長、上野事務局

長、他班員3名 

 

 



③ 千葉地域整備センター管内水防合同訓練 
日  時   8 月 1日(金) 9時～11時30分 

場  所   千葉市美浜区県立幕張海浜公園 

参 加 者  鈴木副委員長、小池班長、上野事務局長、他班員2名 

 

県土整備部との合同震災訓練 

日  時  9 月 1日(金) 8 時 00分～ 

場  所  県内全域 

(本部:災害対策本部設置訓練、情報収集伝達訓練、 

参集訓練、点検訓練実施) 

参 加 者  会員117社 

 

普通救命講習会 

開 催 日  10月 16 日(木) 

場  所  建設業センター3階会議室 

講  師  千葉市中央消防署 小峰氏他1名 

参 加 者  12名(普通救命講習修了証交付) 

 

安全衛生大会 

開催日時  11月 21日(金) 13時～14時30分 

場    所   オークラ千葉ホテル 

来   賓    千葉労働局労働基準部安全衛生課長    神田 公司 氏 

千葉県県土整備部建設・不動産業課課長  石井 清孝 氏 

建設業・契約室 主  査          君塚 美和 氏 

スローガン 「小さなヒヤリ、みんなで共有、大きな安全」 

特別講演  ｢11次労働災害防止計画について｣ 

講   師   千葉労働局労働基準部安全衛生課課長  神田 公司 氏 

参 加 者   会員 79名 

 

 

この 1年を振り返り、事務局長及び職員の方々にはお世話になり、一緒に活動していた

だいた副委員長はじめ委員の皆様、お疲れ様でした。また会員皆様のご協力と訓練参加の

中で、無事に過ごせた事を感謝いたします。 

ただ、心残りであると同時に非常に残念なのは、安全衛生事業の主要行事である安全パ

トロールが開催できなかった事です。当委員会第 1回目会議、年間事業計画の時、千葉県

発注、会員企業受注の現場を探したのですが、該当現場がほとんど見当たらず、この会議

では引き続き現場探しを続けることで終了し、その後、委員会第 2回目（6月）会議の時

期にも適当な現場がなく、7月中旬頃、今年度は諦め、次年度の会員企業受注を期待し、

安全パトロールは開催しないという事で決定しました。 



昨年の目標として油断大敵・備えあれば憂いなしと書きましたが、油断はしないつもり

でも、備えについては未だ足りないばかりが現状だと思われます。 

我々の安全・安心を得るため、この委員会のますますの充実を図り、その事が会員企業

の利益に結びつくよう協会は努力致しますので、引き続き会員の皆様のご理解とご協力を

お願いし、報告書と致します。 

 



委員会活動 

 

 
 
 
 
 

技術・渉外委員会委員長 

                 浜 名 敏 功 

 
電気工事施工管理技術検定試験受験準備講習会 

1 級 

● 開 催 日 : 5 月16日(金)～18日(日) 

● 場    所 : 建設業センター(3 階会議室) 

● 受 講 者 : 15 名 

平成20年度の1級受験準備講習会を建設業センター(3階会議室)で開催いたしました。 

1級の受講者数は昨年並でした。 

2 級 

● 開 催 日 : 9 月19日(金)～21日(日) 

● 場    所 : 建設業センター(3 階会議室) 

● 受 講 者 : 24 名 

平成20年度の2級受験準備講習会を建設業センター(3階会議室)で開催いたしました。 

2級の受講者数は昨年9名でしたが今年は大幅に増加いたしました。 

基幹技能者特例講習会 

● 開 催 日 : 8 月26日(火) 

● 場    所 : 建設業センター(3 階会議室) 

● 受 講 者 : 24 名 

平成 20年度の基幹技能者特例講習会を建設業センター(3 階会議室)で開催いたしまし

た。今回が始めての講習会でしたが受講者の大半が非会員でした。 

技術講習会 

● 開 催 日 : 11 月 20日(火) 

● 場    所 : オークラ千葉ホテル 

● 講  師 : パナソニック電工(株)首都圏電材EC所長 前木健 氏 

       関口電気(株)取締役 廣瀬ゆかり 氏 

● 受 講 者 : 79 名 

今回の講習会はスケジュールの関係で午後13時からの安全大会に引き続き14時 45

分より開催いたしました。 



演題「新光源 最新の省エネランプについて」と「PCBの処理業務について」をテーマ

に２部構成で講演がおこなわれた。 

近年関心の高まっている省エネの提案手法及び環境問題の PCB の処理方法を活用して、

我々電気工事業界にとって関連のあるビジネスチャンスになるよう期待いたします。 

講習会の終了後、安全衛生委員会と合同で参加者対象に特別記念品の抽選会を行いまし

た。 

県出先機関への陳情状況 

本年度はスタートが少し遅れた関係で防災・安全委員と同行し、県出先機関 47 ヶ所、県内市町村

を中心に当協会員の優先指名を目的とし人事異動時期の陳情を致しました。(陳情者 地区役員及び技

術・渉外委員 防災・安全委員) 

5 月 21日 ●(千葉地区)  千葉地域整備センター他4ヶ所 

5 月 29日  ●(南総地区1) 安房地域整備センター他3ヶ所 

5 月 29日 ●(南総地区2) 君津地域整備センター他6ヶ所 

5 月 30日  ●(東総地区)  山武地域整備センター他4ヶ所 

6 月 03日  ●(千葉地区)  市原整備事務所他7ヶ所 

6 月 05日  ●(東葛地区)   東葛飾地域整備センター他3ヶ所 

6 月 10日  ●(東総地区)   印旛地域整備センター他9ヶ所 

6 月 11日  ●(葛南地区)   葛南地域整備センター他8ヶ所 

6 月 12日 ●(東葛地区)  栗山浄水場他3ヶ所 

賛助会員と技術・渉外委員会との懇談会 

● 開 催 日 : 11 月 28日(金) 

● 場  所 : オークラ千葉ホテル 

● 参 加 者 : 7 名 

出席者自己紹介の後、今年度の事業報告に続き最近の業界の動向について情報交換をお

こなった。 

(電設資材の動向について) 

(1) 電設資材価格について、原材料が一時に比べて下落してきたが価格の改正については現時点では未

定。 

(業界の動向について)  

(1) 景気の停滞は長引き、為替の相場が改善しないと厳しい認識である。 

(新商品、新技術の紹介について) 

(1) 松下電工(株)より、今後は環境問題が更に厳しく問われていくことになるので民間からの省エネや

エコ対策が出てくるようになり、省エネ提案の仕事が増えてくると想定される。提案に際し「多回

路エネルギーモニター」の紹介があった。 

(その他) 

(1) 任期満了に伴い賛助会員の代表幹事として来年も引き続きパナソニック電工(株)の就任が了承さ

れた。 

 

以上、本年度の委員会活動は当初計画通りすべて終了いたしました。 



会 員 消 息 
 

 

 

 

表表        彰彰  

(正会員)  

嶋野 貞夫（六幸電気工業㈱）    平成 20 年 5月 28 日 

国土交通省 平成 20年度優秀施工者（建設マスター） 

輪湖 葆子（アヅサ電気工業㈱）   平成 20 年 7月 10 日 

国土交通省 平成 20年度国土交通大臣表彰 

臣司誠一郎(越中電気工業㈱)     平成 20 年 7月 30 日 

船橋市 平成 20年度優秀現場技術者 

関口 電気㈱               平成 20 年１1月１3日 

千葉県 平成 20年度建設雇用改善優良事業所表彰 

 

 

社社名名変変更更  

(正会員)  

  (新) (旧) 

Ｅ＆Ｅシステム㈱ 千葉電気工事㈱ 

 平成 20 年 4月 1日 

 

フィデス㈱ 城南電設企業㈱ 

 平成 20 年１0月 1日 

 

(賛助会員)  

  (新) (旧) 

首都圏電工㈱ 新東京電材㈱ 

 平成 20 年 4月 1日 

 

パナソニック電工㈱ 松下電工㈱ 

 平成 20 年１0月 1日 

 

 

 

 



 

組組織織変変更更  

(正会員)  

  (新) (旧) 

(株)砂原電気工業所 (資)砂原電気工業所 

 平成 19 年 12 月 25 日 

 

 

代代表表者者変変更更  

 (正会員) 

Ｅ＆Ｅシステム㈱  平成 20 年 4月 １日 

                代表取締役      新＞岡 本 明 弘    旧＞松 下 宏 哉 

 

㈱エス・アイ・シー  平成 20 年 6月 25 日 

                代表取締役      新＞伊 能 厚 美    旧＞守 本 正 範 

 

モデン工業㈱  平成 20 年 10 月 2１日 

                代表取締役社長   新＞関  邦 一     旧＞関  泰 雄 

 

役役職職者者変変更更  

 (賛助会員) 

パナソニック電工㈱         平成 20 年１0月 １日 

                所  長   新＞山 平  正 純    旧＞西 浜  勇 次 

 

 

住住所所等等変変更更  

 (正会員) 

 ㈱新千葉電設  平成 20 年 4月 16 日 

新＞〒２６２－００２４  千葉市花見川区浪花町２０-１５  TEL０４３‐３０９‐９５６２ 

 FAX０４３‐３０９‐９５６３ 

旧＞〒２６３－００２３ 千葉市稲毛区緑町２－１９－８      TEL０４３‐２４２‐３７７８ 

                                          FAX０４３‐２４１‐０６７６ 

Ｅ＆Ｅシステム㈱ 平成 20年 4月 1日 

新＞〒２６０－０８４３  千葉市中央区末広１－１－２  TEL０４３‐２０２‐０１１９ 

 FAX０４３‐２２１‐４５５７ 

旧＞〒２６０－０８４３  千葉市中央区末広１－１－２        TEL０４３‐２２４‐５１６１ 
 FAX０４３‐２２４‐０３９８ 
 



 

訃訃        報報      

(正会員) 

越中電気工業㈱ 

代表取締役  越 仲  喜 広        実母  越仲 つる   様     享年８０歳 

 平成 20 年３月２１日 

 

房総電機工業㈱ 

代表取締役  長谷川 由喜枝   実父  遠山 金麻津 様    享年８８歳 

 平成 20 年 5月 14 日 

 

㈱森電気工業所 

代表取締役  森  明 治    実父 森    清  様     享年８８歳 

 平成 20 年 11 月 14 日 

 

高率電設㈱ 

代表取締役社長  小 川  力       実父   小川 重二 様        享年７６歳 

 平成 20 年 11 月 27 日 

 

退退        会会  

(正会員) 

齋藤電気工事㈱ 平成 20年 2月 19 日   

  

㈱尾高電工      平成 20 年１１月 28 日  

 

鈴木電設㈱ 平成 20年１１月 28 日 

 

小峯電業㈱      平成 20 年 12 月 31 日  

 

新東電設工業㈱   平成 20 年 12 月 31 日  

 

総武電気工業㈱   平成 20 年 12 月 31 日 

 

㈱橋本電業社      平成 20 年 12 月 31 日 

 

㈱伊原電気商会 平成 20年 12 月 31 日 



日 曜日 内　　容 時間 場所 出席者
1/ 県　総会懇親会案内 1000 県庁 常務
8 火

常任理事会 1000 協会 常任３名
15 火 県　新年挨拶 1300 県庁 常任３名、常務

県　公益法人説明会 1300 市民会館 常務
17 木

１９年度決算監査 1000 協会会議室 輪湖副会長、五十嵐理事、監事３名、事務局
18 金 空調衛生協会 1600 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会長、常務

会報配布 県水道局 常務
24 木

鈴木電設㈱ 1000 旭市 五十嵐理事、常務
30 水 千葉県電気協会　理事会、講演会 1130 三井ガーデンﾎﾃﾙ 冨田副会長

2/ 県　平成１９年度建設業経営者講習会 1330 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会員１２名

1 金 電設協　委員会 1415 電設協会館 輪湖副会長

男女共同参画推進連携会議 1330 千葉県自治会館 総務・経営委員会７名、常務
6 水 　　〃　　フォーラム 1450 　　〃 　　〃

電設協　理事会 1330 ﾎﾃﾙグランドパレス 会長
13 水

理事会 1200 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 理事７名
15 金 第４５回通常総会 1410 会員４８名

懇親会 1600 会員４８名、賛助会員２０名、招待者３３名
総会議事録承認 市内 常務

19 火

総会お礼 900 県庁 会長、輪湖副会長、常務
20 水

総会お礼 幕張 常務
21 木 ちば県民共生センター講座 1300 ちば県民共生センター 土屋

建産連　事務局長会議 1200 センター５階 常務
22 金

3/ 県　打合せ 県庁 常務
10 月

常任理事会 1330 協会会議室 常任理事３名
11 火

建産連　正副会長会議 1030 センター５階 会長
17 月

建設雇用改善推進委員会 1230 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 土屋
18 火

電設協　理事会 1100 ﾎﾃﾙグランドパレス 冨田副会長
26 水

4/ 県　異動挨拶 900 県庁 会長、冨田・輪湖副会長、局長
常任理事会 1330 協会会議室 常任３名

8 火 理事会 1500 　　〃 理事９名
歓送迎会 1630 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 役員１１名
公益法人講習会 1330 プラザ菜の花 局長

11 金

防災・安全委員会 1500 協会会議室 委員会５名
22 火

総務・経営委員会 1500 協会会議室 委員会７名
23 水

電設協　理事会 1500 電設協会館 輪湖副会長
24 木

電設協　理事会 1330 九段会館 会長
25 金 技術・渉外委員会 委員会８名

県　打合せ　　１級講習会 県庁 局長
30 水

平成２０年度　会　務　報　告



日 曜日 内　　容 時間 場所 出席者
5/ 三県連絡会議 1500 さいたま新都心 会長、冨田・輪湖副会長
8 木

千葉県電気協会　理事会 1130 三井ガーデンﾎﾃﾙ 会長
9 金

常任理事会 1330 協会事務局 会長、冨田・輪湖副会長
13 火

電設協　評議員会・総会・記念式典 1300 ﾎﾃﾙグランドパレス 会長、冨田・輪湖副会長
14 水

16 金 １級電気工事施工管理受験準備講習会 900 建設業センター会議室 受講生14名

利根川水防演習 850 利根川河川敷 委員他６名
17 土 １級電気工事施工管理受験準備講習会 900 建設業センター会議室 受講生15名

18 日 １級電気工事施工管理受験準備講習会 900 建設業センター会議室 受講生13名

建設業協会総会・懇親会 1600 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会長
20 火

空調衛生協会総会・懇親会 1600 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会長、局長
21 水

6/
3 火 防災打合せ 市原地区 西鳥羽委員

建産連　正副会長会議 1100 建設業協会会議室 局長
4 水 建産連　理事会 1200 建設業協会会議室 局長

建設業団体事務局長等連絡会議 1600 自治会館 局長
9 月

常任理事会 1330 協会会議室 常任3名
10 火 理事会 1500 協会会議室 理事9名

異動挨拶及び防災打合せ 印旛・香取・海匝地区 高岡委員・佐藤委員
異動挨拶及び防災打合せ 葛南地区 輪湖副会長・近藤委員・市東委員・椎名委員

11 水

異動挨拶 東葛地区 五十嵐理事・関口委員
12 木

海匝地域整備センター　水防事前打ち合わせ 1400 海匝地域整備センター 横川方面主任
13 金

CCI推進協議会 1500 自治会館 会長
16 月

建設産業団体連合会総会 1600 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会長、局長
19 木 　　〃　　　　　　　　　　　　　　懇親会 1700 　　〃 会長、局長、喜多村顧問

ポジティブアクション推進セミナー 1330 ﾎﾃﾙポートプラザ 総務・経営委員会8名
24 火 総務・経営委員会 1630 協会会議室 総務・経営委員会7名

防災・安全委員会 1500 協会会議室 防災・安全委員会7名
25 水

海匝地域整備ｾﾝﾀｰ水防訓練 1300 堀川浜 海匝班等7名
26 木

香取地域整備ｾﾝﾀｰ水防訓練 1400 利根川河川 香取班等６名
27 金

男女共同参画週間公開講座 1300 千葉県青少年女性会館 五十嵐理事、黒木理事、荒井委員
28 土

7/ 電設協　関東地区協議会　　懇親会 1500 東京電業会館 会長
2 水

常任理事会 1330 協会会議室 常任理事3名
8 火

千葉地域整備ｾﾝﾀｰ水防訓練打合せ 1000 幕張の浜 局長
10 木

県表彰お礼 1000 建設・不動産業課 会長、輪湖副会長、局長
16 水

電設協　経営企画委員会 1415 電設協 輪湖副会長
17 木

公益法人講習会 1000 ﾍﾟﾘｰｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 局長
18 金



日 曜日 内　　容 時間 場所 出席者
電設協　理事会 1110 Ｈｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽ 会長

24 木 千葉県単品ｽﾗｲﾄﾞ条項の運用及び積算基準改訂 1330 教育会館 会員18名

千葉県男女共同参画連携会議合同部会 1400 ﾎｰﾄﾌﾟﾗｻﾞちば 輪湖副会長・局長
30 水

8/ 千葉地域整備ｾﾝﾀｰ　水防訓練 900 海浜幕張 千葉1班等６名

1 金

大臣表彰お祝い会 1700 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 役員・委員26名
5 火

富士通行政情報ｼｽﾃﾑ研究会ｾﾐﾅｰ 1420 富士通幕張 局長
7 木

電気安全講習会(千葉県電気協会) 1400 三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ千葉 局長
8 金

手賀沼下水道事務所 柏 冨田副会長・五十嵐理事
25 月

基幹技能者特例講習会　(電設協) 900 建設業ｾﾝﾀｰ3階会議室 受講者２４名
26 火

上期監査 1100 協会会議室 輪湖副会長、五十嵐理事、増田・渡辺・御園生監事
29 金 総務・経営委員会 1330 　　〃 総務経営委員会6名

9/ 県土整備部震災訓練 830

1 月

常任理事会 1330 協会会議室
9 火 理事会 1500 協会会議室

公益法人制度改革ｾﾐﾅｰ　野村證券 1330 野村證券千葉支店 局長
10 水

経営者講習会　(総務・経営委員会) 1330 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会員34名
11 木

電設協　理事会 1330 ﾎﾃﾙグランドパレス 会長
19 金

２級電気工事施工管理技術検定試験受験準備講習会900 建設業ｾﾝﾀｰ3階会議室 受講生24名

20 土
２級電気工事施工管理技術検定試験受験準備講習会900 建設業ｾﾝﾀｰ3階会議室 受講生23名

21 日
２級電気工事施工管理技術検定試験受験準備講習会900 建設業ｾﾝﾀｰ3階会議室 受講生21名
公益法人ｾﾐﾅｰ 1300 東京国際ﾌｫｰﾗﾑ 局長

24 水 労務費調査賃金台帳説明会 1330 千葉ポートプラザ 会員3名

女性経営者・幹部研修会 1100 協会会議室 会員17名
26 金

10/ 防災・安全委員会 1500 協会会議室 委員8名

1 水

技術・渉外委員会 1500 協会会議室 委員7名
2 木

電設協関東地区協議会事務局担当者会議 1200 東京電業協会 局長
3 金

公益法人セミナー　(TKC) 1330 ﾍﾞﾙｻｰﾙ九段 局長
6 月

電設協　会員大会 1500 富山国際会議場 会長、冨田・輪湖副会長、
9 木

常任理事会 1330 協会会議室 ２名
14 火 理事会 ５名

普通救命講習会(防災・安全委員会) 1330 建設業ｾﾝﾀｰ3階会議室 会員１２名
16 木 教育機関と建設業界との情報交換会の開催 1230 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 輪湖副会長、事務局長

第１回建設雇用改善推進委員会 1430 　　〃 事務局長
東総地区オーナー懇話会(予定) 1600 メルキュールﾎﾃﾙ成田 会員１２名　会長・局長

17 金

電設協　電設工業展実行委員会 1200 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱｰｸ半蔵門 濵名理事
21 火

公益法人事務担当者講習会 1300 青葉の森公園芸術文化ﾎｰﾙ局長
22 水

葛南地区オーナー懇話会 1600 三井ｶﾞｰﾃﾞﾝ船橋ららぽーと 会員　名会長・局長
23 木

南総地区オーナー懇話会 1600 鴨川グランドホテル 会員　名会長・局長
24 金



日 曜日 内　　容 時間 場所 出席者
千葉県「入札制度の改善」等に関する説明会 1500 三井ガーデンﾎﾃﾙ 会員６０名

28 火

東葛地区オーナー懇話会 1600 プラザヘイアン 会員5名会長・局長
29 水

千葉地区オーナー懇話会 1600 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会員10名局長
30 木

千葉県県土整備部幹部との意見交換会 1000 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会長、局長
31 金

11/ 男女共同参画推進連携会議　部会 1300 イケア船橋 荒井委員、局長
6 木

県打合せ 920 建設・不動産業、技術管理 会長、輪湖副会長、局長
7 金

常任理事会 1330 常任3名
11 火 理事会 1500 理事8名

千葉県建設雇用改善推進大会 1330 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 輪湖副会長、関口電気、局長
13 木

電設協　経営企画委員会 1415

20 木
安全衛生大会・技術講習会　 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 会員78名

21 金 防災・安全委員会 委員7名

電設協　理事会 1100 ホテルグランドパレス 会長
27 木

技術・渉外委員会と賛助会員との連絡会 1600 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 委員5名・賛助会員1名
28 金

12/ 関東地区協議会 1100 ﾌﾞﾘﾗﾝﾃ武蔵野 会長
3 水

公益法人ｾﾐﾅｰ 1400 労働者福祉ｾﾝﾀｰ 事務局長
4 木

公益法人セミナー 1330 プラザ菜の花 局長
8 月

常任理事会 1300 オークラ千葉ﾎﾃﾙ 常任3名
9 火 理事会兼役員会 1545 役員11名

三県連絡会議(神奈川県) 1500 キャメロットジャパン 会長、冨田・輪湖副会長、局長
11 木

総務・経営委員会 1500 協会会議室 委員8名
16 火

甲子温泉（並木鷹男 撮影）



協会役員

役職名 会社名

会　　　長 フィデス㈱　　　　　　　　代表取締役

副　会　長 冨田電機工業㈱　　　　　　　　〃

〃 アヅサ電気工業㈱　　　　　　　〃

理　　　事 ㈱小磯電気工業　　　　　　　　〃

〃 友信電気㈱　　　　　　　　　　〃

〃 ニチデン工業㈱　　　　　　　　〃

〃 (有)大嶋電機工業　　　　　　　〃

〃 ㈱鈴木電気　　　　　　　　　　〃

監　　　事 ㈱増田電気工業所　　　　　　　〃

〃 渡辺電機水道㈱　　　　　　　　〃

〃 御園生経営労務管理事務所　　所　長

役職名 会社名

顧　　問 (社)千葉県電業協会　顧問

〃 元協会会長　　(モデン工業㈱　代表取締役)

〃 前協会会長　　(E&Eシステム㈱　会　　長)

役職名 部門別 氏名 会社名

代表幹事 照明部門 山平正純 パナソニック電工㈱　　　　千葉電材営業所長

監　　事 盤　　〃 乕屋伸之 千葉電機㈱　　　　　　　　代表取締役

〃 電材　〃 松尾義隆 東芝電材ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱首都圏電材社　千葉支店長

〃 弱電　〃 宮川欣丈 宮川電気通信工業㈱　　　　代表取締役

〃 火報　〃 恒屋隆之 ニッタン㈱　　　　　　　　千葉支店長

役　　員

顧　　問

賛助会員役員

渡　辺　　　勝

御園生　　　隆

氏名

並　木　鷹　男

冨　田　　　武

輪　湖　葆　子

黒　木　道　寛

五十嵐　治　美

濵　名　敏　功

大　嶋　敏　樹

鈴　木　利　雄

喜多村　賢一郎

増　田　　　健

氏名

宮　内　三　朗

関　　　泰　雄



編集後記 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
金融危機による景気の後退、労働者の解雇、株安円高など新聞紙面や報道番組を毎日騒

がせています。そんなことはよそにして、ディズニーランドでは毎晩花火が上がり、京成

特急成田空港行きは旅行ケースを抱えた海外組ばかり、子供と出かけた東京ドームシティ

は元旦から人、ひと、ヒトとレストランも満杯。確かに景気が悪いことは、ワルい。でも

首切りやっているのはトヨタ、キャノン、NECなどの去年までの大儲け組ばかり。ん～、
よくわからない。ファンド系ならしかたないですが。 
ウチの嫁さんの実家は木更津なのですが、田も畑も海もやる人がいなくて農具と船が遊

んでいます。日本は食糧の自給率が非常に下がっています。派遣の皆さんが、寝食も儘に

ならないなら、農家に来れば大きな家があり、土地があり、食べ物は自前で作って問題も

ありません。介護の現場も人が足りないとのことです。 
今こそ日本は原点に戻り、第一次産業を盛り上げましょうよ。理屈なんか言っている場

合じゃないと思います。僕ら建設業界は、実感なき好景気から、また長いトンネルに入る

わけですから。 
なんか世の中、ズルイ感じがしますね。 
 

 さて、２００９年「会報３５号」の発行です。「だより」と共にホームページに掲載さ

れて２年になり、冊子の頃よりも愛読者を獲得した感じです。これからのもっとスゴイ「会

報」「だより」を期待して下さい。総務・経営委員会の皆さん、ご苦労様でした。 
 
 

元旦の東京ドーム 


